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2025 年の兵庫県内メインバンク社数トップは、「三井住友銀行」となった。企業数は 9848 社

となり、調査開始以来 23 年連続でトップ。しかし、社数は前年比 33 社の増加となったが、シェ

アは 0.45 ポイント減の 18.32％となった。また、2 位の「みなと銀行」は、53 社増加もシェア

は 0.23 ポイント減の 11.90％、3 位の「尼崎信用金庫」は、9 社減少、シェアも 0.24 ポイント

減の 8.06％となった。社数増加数トップ 5 はすべて信用金庫だった。 

地区別では 10 地区に分類した中で、阪神南、阪神北、中播磨、西播磨、淡路、丹波の 6 地区が

前年同様、地元信用金庫がトップを維持。 

 

※帝国データバンク神戸支店では、2025 年 11 月末時点の企業概要データベース「COSMOS2」（約 150 万社収録、特殊法人・個

人事業主含む）をもとに、兵庫県内に本店を置く企業が「メインバンク」と認識する金融機関について抽出し、集計・分析した。ま

た、一企業に複数のメインがあるケースでは、各企業が最上位と認識している金融機関をメインバンクとして集計した。同調査は

2024 年 12 月に続き 23 回目。なお、今回の対象企業数は前年より 1464 社増加の 5 万 3761 社。  

※本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有する企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業データであるため、

各金融機関がメインとして認識する実数と異なる場合がある。  

SUMMARY 

2025/12/12  

企業数増加トップ 5 は 

前年に続きすべて信用金庫 

 

姫路信用金庫が 
企業増加数で最多 
 
 

小澤 貴裕 （調査担当） 

帝国データバンク 

神戸支店情報部 

Ｔｅｌ  078-331-2968（直通） 

Fax 078-393-2734 
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第 23 回兵庫県メインバンク調査 

はじめに 

金利が上昇局面となるなか、各金融機関は融資による収益で業績は好調に推移している。兵庫県内

の金融機関においても好調な業績を背景に動きも活発化している。みなと銀行は、1 月 6 日にシステム

を全面リニューアルし、りそなグループのシステム基盤と共通化。さらに 4 月には持丸秀樹氏が新たに

社長に就任し、初のりそな出身者として注目された。さらに信用金庫でも 2024 年の姫路信用金庫と

播州信用金庫のトップ交代に続き、今年 6月には淡路信用金庫も田所英司氏が新理事長として就任し

ている。 

一方、中小企業では金利や物価上昇、人手不足や賃金上昇などの問題に加え、トランプ関税や中国

との関係悪化は、好調だったインバウンド需要へ影響するなど新たな問題にも直面している。兵庫県内

において倒産件数が増えるなか、各金融機関の戦略的な立ち位置も変わりつつあり、メインバンクの動

向にも変化の兆しが表れる結果となった。 

 

 

 

兵庫県内ランキング   

トップ 3に順位の変化はなかったが、シェアはダウン 

社数増加のトップ 5は、前年に続きすべて信用金庫  

2025 年の兵庫県内に本店を置く企業のメインバンクは、企業数 9848 社の三井住友銀行が調

査開始以来 23 年連続トップとなった。前年比では 33 社増加したものの、シェアは 0.45 ポイント

減の 18.32％となった。2 位は、みなと銀行の 6398 社（53 社増、シェア 11.90％・0.23 ポイン

ト減）。3 位は、尼崎信用金庫の 4331 社（9 社減、シェア 8.06％・0.24 ポイント減）。以下、4 位

姫路信用金庫（2959 社、シェア 5.50％）、5 位三菱 UFJ 銀行（2662 社、シェア 4.95％）と続

く。また、トップ１０で順位の変動があったのが、前年 7 位だった播州信用金庫が但馬銀行を抜き 6

位に上昇した。 

社数増加数トップは姫路信用金庫（89 社増）、次いで伸ばしたのは、但陽信用金庫（74 社増）、

日新信用金庫（67 社増）、播州信用金庫（62 社増）、神戸信用金庫（56 社増）、トップ 5 について

は前年同様にすべてが信用金庫で、順位の変動はあるものの同じ顔ぶれとなった。 
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メインバンク社数  上位 60 行  

 

地区別分析 

地区別に企業がメインバンクとして認識している金融機関をみると、「神戸市」で三井住友銀行がシ

ェアトップを維持したが、「東播磨」「北播磨」の 2 地区で神戸市に本店を置くみなと銀行が首位。「但

馬」では本部を置く地元地方銀行の但馬銀行が引き続きトップ。その他については「阪神南」「阪神北」

が尼崎信用金庫、「中播磨」が姫路信用金庫、「西播磨」が西兵庫信用金庫、「淡路」が淡路信用金庫、

「丹波」が中兵庫信用金庫と、それぞれ地元に本店を置く信用金庫がシェアトップとなっている。 

なおトップ 10 の順位変動があった地区は、「神戸市」「阪神南」「阪神北」「丹波」「但馬」の 5 地区と

なり約半数を占めた。 

 

シェア シェア

シェア シェア 増減 シェア シェア 増減

1 (1) 三井住友 9,815 18.77% 9,848 18.32% 33 ▲ 0.45 31 (30) 徳島大正 152 0.29% 149 0.28% ▲ 3 ▲ 0.01

2 (2) みなと 6,345 12.13% 6,398 11.90% 53 ▲ 0.23 32 (32) 四国 100 0.19% 104 0.19% 4 0.00

3 (3) 尼崎信金 4,340 8.30% 4,331 8.06% ▲ 9 ▲ 0.24 33 (33) 伊予 85 0.16% 84 0.16% ▲ 1 ▲ 0.01

4 (4) 姫路信金 2,870 5.49% 2,959 5.50% 89 0.02 34 (34) トマト 83 0.16% 83 0.15% 0 ▲ 0.00

5 (5) 三菱UFJ 2,667 5.10% 2,662 4.95% ▲ 5 ▲ 0.15 35 (36) 近畿産業信組 70 0.13% 72 0.13% 2 0.00

6 (7) 播州信金 1,998 3.82% 2,060 3.83% 62 0.01 36 (35) 兵庫ひまわり信組 72 0.14% 70 0.13% ▲ 2 ▲ 0.01

7 (6) 但馬 2,024 3.87% 2,041 3.80% 17 ▲ 0.07 37 (37) 大阪シティ信金 63 0.12% 62 0.12% ▲ 1 ▲ 0.01

8 (8) 但陽信金 1,794 3.43% 1,868 3.47% 74 0.04 38 (38) 大阪信金 43 0.08% 47 0.09% 4 0.01

9 (9) 日新信金 1,769 3.38% 1,836 3.42% 67 0.03 39 (38) 広島 43 0.08% 44 0.08% 1 ▲ 0.00

10 (10) 兵庫信金 1,722 3.29% 1,731 3.22% 9 ▲ 0.07 40 (40) 楽天 39 0.07% 42 0.08% 3 0.00

11 (11) 西兵庫信金 1,399 2.68% 1,426 2.65% 27 ▲ 0.02 41 (43) PayPay 33 0.06% 38 0.07% 5 0.01

12 (12) 神戸信金 1,292 2.47% 1,348 2.51% 56 0.04 42 (42) 漁協 35 0.07% 36 0.07% 1 0.00

13 (13) りそな 1,261 2.41% 1,278 2.38% 17 ▲ 0.03 (41) 大阪協栄信組 36 0.07% 36 0.07% 0 ▲ 0.00

14 (14) 中兵庫信金 1,200 2.29% 1,205 2.24% 5 ▲ 0.05 44 (44) 鳥取信金 31 0.06% 32 0.06% 1 0.00

15 (15) 兵庫県信組 1,084 2.07% 1,079 2.01% ▲ 5 ▲ 0.07 45 (45) 住信SBIネット 28 0.05% 31 0.06% 3 0.00

16 (16) 淡路信金 1,008 1.93% 1,024 1.90% 16 ▲ 0.02 46 (46) 三井住友信託 23 0.04% 22 0.04% ▲ 1 ▲ 0.00

17 (17) みずほ 985 1.88% 949 1.77% ▲ 36 ▲ 0.12 47 (49) 労働金庫 17 0.03% 20 0.04% 3 0.00

18 (18) 池田泉州 906 1.73% 903 1.68% ▲ 3 ▲ 0.05 48 (47) 北陸 18 0.03% 19 0.04% 1 0.00

19 (19) 但馬信金 681 1.30% 699 1.30% 18 ▲ 0.00 49 (49) 山口 17 0.03% 17 0.03% 0 ▲ 0.00

20 (20) 農協 589 1.13% 596 1.11% 7 ▲ 0.02 50 (52) GMOあおぞらネット 12 0.02% 16 0.03% 4 0.01

21 (21) 淡陽信組 450 0.86% 446 0.83% ▲ 4 ▲ 0.03 51 (51) 兵庫県医療信組 13 0.02% 14 0.03% 1 0.00

22 (22) 関西みらい 423 0.81% 425 0.79% 2 ▲ 0.02 52 (55) 南都 9 0.02% 12 0.02% 3 0.01

23 (23) 商工中金 291 0.56% 292 0.54% 1 ▲ 0.01 (47) 日本政策金融公庫 18 0.03% 12 0.02% ▲ 6 ▲ 0.01

24 (24) 百十四 232 0.44% 235 0.44% 3 ▲ 0.01 54 (55) 大阪厚生信金 9 0.02% 11 0.02% 2 0.00

25 (25) 阿波 201 0.38% 211 0.39% 10 0.01 (53) 滋賀 10 0.02% 11 0.02% 1 0.00

26 (26) 中国 193 0.37% 194 0.36% 1 ▲ 0.01 56 (53) 信金中央金庫 10 0.02% 10 0.02% 0 ▲ 0.00

27 (27) ゆうちょ 172 0.33% 191 0.36% 19 0.03 57 (57) 京都北都信金 7 0.01% 9 0.02% 2 0.00

28 (29) 京都 156 0.30% 180 0.33% 24 0.04 58 (62) 西日本シティ 5 0.01% 7 0.01% 2 0.00

29 (28) 北おおさか信金 165 0.32% 165 0.31% 0 ▲ 0.01 (57) 紀陽 7 0.01% 7 0.01% 0 ▲ 0.00

30 (31) 山陰合同 147 0.28% 154 0.29% 7 0.01 (57) 三菱UFJ信託 7 0.01% 7 0.01% 0 ▲ 0.00

※（　　）内は前年順位　※矢印と網掛けは、それぞれの順位の変動を表す

順位 金融機関名
社数
増減

2025年
社数

順位 金融機関名
2024年

社数
社数
増減

2024年
社数

2025年
社数

【神戸市】神戸市 【阪神南】尼崎市、西宮市、芦屋市 【阪神北】伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、川辺

郡  【東播磨】明石市、加古川市、高砂市、加古郡  【北播磨】三木市、小野市、加西市、西脇市、加東市、

多可郡  【中播磨】姫路市、神崎郡  【西播磨】たつの市、相生市、赤穂市、宍粟市、揖保郡、赤穂郡、佐用

郡  【淡路】洲本市、淡路市、南あわじ市  【丹波】丹波篠山市、丹波市  【但馬】豊岡市、養父市、朝来

市、美方郡 



  4 

 

第 23 回兵庫県メインバンク調査 

兵庫県内 10 地区別ランキング  

2024年 2025年 社数 シェア 2024年 2025年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減

1 (1) 三井住友 4,463 4,490 25.30% 27 ▲ 0.54 1 (1) 尼崎信金 2,879 2,870 32.55% ▲ 9 ▲ 1.08
2 (2) みなと 2,866 2,921 16.46% 55 ▲ 0.14 2 (2) 三井住友 1,826 1,822 20.67% ▲ 4 ▲ 0.67
3 (3) 神戸信金 1,162 1,215 6.85% 53 0.12 3 (3) 三菱UFJ 882 881 9.99% ▲ 1 ▲ 0.31

4 (5) 日新信金 1,018 1,074 6.05% 56 0.16 4 (4) りそな 413 423 4.80% 10 ▲ 0.03
5 (4) 三菱UFJ 1,045 1,029 5.80% ▲ 16 ▲ 0.25 5 (5) みなと 388 387 4.39% ▲ 1 ▲ 0.14

6 (6) みずほ 593 574 3.23% ▲ 19 ▲ 0.20 6 (6) 池田泉州 223 226 2.56% 3 ▲ 0.04
7 (7) りそな 504 510 2.87% 6 ▲ 0.04 7 (7) 関西みらい 192 190 2.16% ▲ 2 ▲ 0.09
8 (8) 兵庫信金 492 491 2.77% ▲ 1 ▲ 0.08 8 (8) みずほ 173 162 1.84% ▲ 11 ▲ 0.18

9 (9) 姫路信金 437 456 2.57% 19 0.04 9 (10) 播州信金 107 114 1.29% 7 0.04
10 (10) 但馬 419 437 2.46% 18 0.04 10 (9) 北おおさか信金 114 112 1.27% ▲ 2 ▲ 0.06

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2024年 2025年 社数 シェア 2024年 2025年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 尼崎信金 1,082 1,085 24.16% 3 ▲ 0.69 1 (1) みなと 868 879 16.76% 11 ▲ 0.28

2 (2) 三井住友 787 784 17.46% ▲ 3 ▲ 0.62 2 (2) 三井住友 827 840 16.02% 13 ▲ 0.22
3 (3) 池田泉州 586 584 13.01% ▲ 2 ▲ 0.46 3 (3) 但陽信金 793 815 15.54% 22 ▲ 0.03

4 (4) 三菱UFJ 383 388 8.64% 5 ▲ 0.16 4 (4) 日新信金 489 495 9.44% 6 ▲ 0.16
5 (5) みなと 203 203 4.52% 0 ▲ 0.14 5 (5) 姫路信金 430 437 8.33% 7 ▲ 0.11
6 (6) りそな 190 191 4.25% 1 ▲ 0.11 6 (6) 播州信金 317 325 6.20% 8 ▲ 0.03

7 (8) 但馬 119 121 2.69% 2 ▲ 0.04 7 (7) 但馬 178 176 3.36% ▲ 2 ▲ 0.14
8 (7) 中兵庫信金 123 115 2.56% ▲ 8 ▲ 0.26 8 (8) 西兵庫信金 170 173 3.30% 3 ▲ 0.04

9 (9) 関西みらい 91 92 2.05% 1 ▲ 0.04 9 (9) 三菱UFJ 141 146 2.78% 5 0.02
10 (10) みずほ 65 59 1.31% ▲ 6 ▲ 0.18 10 (10) 兵庫信金 119 119 2.27% 0 ▲ 0.07

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2024年 2025年 社数 シェア 2024年 2025年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) みなと 761 766 24.16% 5 ▲ 0.06 1 (1) 姫路信金 1,627 1,682 24.40% 55 ▲ 0.21

2 (2) 三井住友 606 603 19.02% ▲ 3 ▲ 0.26 2 (2) 但陽信金 879 919 13.33% 40 0.03
3 (3) 兵庫県信組 451 451 14.23% 0 ▲ 0.13 3 (3) 播州信金 835 861 12.49% 26 ▲ 0.14

4 (4) 中兵庫信金 280 284 8.96% 4 0.05 4 (4) 三井住友 768 778 11.29% 10 ▲ 0.33
5 (5) 日新信金 223 227 7.16% 4 0.06 5 (5) 兵庫信金 660 675 9.79% 15 ▲ 0.19
6 (6) 農協 157 155 4.89% ▲ 2 ▲ 0.11 6 (6) 西兵庫信金 577 596 8.65% 19 ▲ 0.08

7 (7) 但馬 129 124 3.91% ▲ 5 ▲ 0.19 7 (7) みなと 371 389 5.64% 18 0.03
8 (8) 姫路信金 115 118 3.72% 3 0.06 8 (8) 三菱UFJ 135 134 1.94% ▲ 1 ▲ 0.10
9 (9) 播州信金 110 112 3.53% 2 0.03 9 (9) 但馬 108 114 1.65% 6 0.02

10 (10) 但陽信金 50 53 1.67% 3 0.08 10 (10) みずほ 80 83 1.20% 3 ▲ 0.01

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2024年 2025年 社数 シェア 2024年 2025年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 西兵庫信金 639 641 24.53% 2 ▲ 0.21 1 (1) 淡路信金 627 633 36.34% 6 0.07

2 (2) みなと 413 410 15.69% ▲ 3 ▲ 0.30 2 (2) 淡陽信組 345 339 19.46% ▲ 6 ▲ 0.49
3 (3) 兵庫信金 391 389 14.89% ▲ 2 ▲ 0.25 3 (3) みなと 323 315 18.08% ▲ 8 ▲ 0.60
4 (4) 姫路信金 258 262 10.03% 4 0.04 4 (4) 三井住友 190 187 10.73% ▲ 3 ▲ 0.25

5 (5) 三井住友 217 213 8.15% ▲ 4 ▲ 0.25 5 (5) 徳島大正 72 73 4.19% 1 0.03
6 (6) 播州信金 207 209 8.00% 2 ▲ 0.02 6 (6) 農協 20 19 1.09% ▲ 1 ▲ 0.07

7 (7) 農協 93 92 3.52% ▲ 1 ▲ 0.08 7 (7) 三菱UFJ 10 10 0.57% 0 ▲ 0.00
8 (8) 兵庫県信組 82 78 2.99% ▲ 4 ▲ 0.19 (7) 関西みらい 10 10 0.57% 0 ▲ 0.00
9 (9) 中国 64 67 2.56% 3 0.09 9 (9) 阿波 5 6 0.34% 1 0.06

10 (10) 淡陽信組 54 55 2.10% 1 0.01 (9) 百十四 5 6 0.34% 1 0.06

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2024年 2025年 社数 シェア 2024年 2025年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 中兵庫信金 667 668 57.94% 1 ▲ 1.62 1 (1) 但馬 926 925 48.84% ▲ 1 ▲ 1.49

2 (3) 三井住友 99 98 8.50% ▲ 1 ▲ 0.34 2 (2) 但馬信金 629 643 33.95% 14 ▲ 0.24
(2) みなと 101 98 8.50% ▲ 3 ▲ 0.52 3 (3) 但陽信金 39 41 2.16% 2 0.05

4 (4) 兵庫県信組 56 54 4.68% ▲ 2 ▲ 0.32 4 (4) 農協 34 34 1.80% 0 ▲ 0.05

5 (5) 農協 44 50 4.34% 6 0.41 5 (6) 三井住友 32 33 1.74% 1 0.00
6 (5) 但馬 44 46 3.99% 2 0.06 6 (7) 鳥取信金 31 32 1.69% 1 0.00

7 (8) 商工中金 7 7 0.61% 0 ▲ 0.02 (4) 兵庫県信組 34 32 1.69% ▲ 2 ▲ 0.16
(7) りそな 8 7 0.61% ▲ 1 ▲ 0.11 8 (7) みなと 31 30 1.58% ▲ 1 ▲ 0.10

9 (13) 京都北都信金 4 6 0.52% 2 0.16 9 (9) 漁協 22 22 1.16% 0 ▲ 0.03

(10) 京都 5 6 0.52% 1 0.07 10 (10) 山陰合同 18 16 0.84% ▲ 2 ▲ 0.13

(8) 三菱UFJ 7 6 0.52% ▲ 1 ▲ 0.10 ※(　　)内は前年順位

※(　　)内は前年順位

北播磨　3,170社

金融機関名順位

淡路　1,742社西播磨　2,613社

順位

金融機関名 順位

金融機関名 順位 金融機関名

丹波　1,153社

順位

但馬　1,894社

阪神南　8,816社

順位 金融機関名

神戸市　17,745社

金融機関名

順位 金融機関名順位

東播磨　5,245社阪神北　4,490社

金融機関名

順位 金融機関名

順位 金融機関名

中播磨　6,893社
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まとめ 

今年で 23 回目となる兵庫県メインバンク調査では、三井住友銀行がトップを守った。しかし、2 位の

みなと銀行、3 位の尼崎信用金庫も含めトップ 3 のいずれもシェアはダウンした。引き続きメガバンク

を含む大手行はいずれもシェア低下傾向が続いている。社数増加では前年に続きトップ 5 のすべてを

信用金庫で占め、順位の変動はあるものの健闘ぶりが続いていることが明らかとなった。 

2025 年は、兵庫県内の金融機関で合併など統廃合に向けた動きはなかったが、2024 年 3 月の

マイナス金利政策解除や、その後の利上げを契機とした「金利のある世界」において、各金融機関の戦

略が徐々に浮き彫りになりつつある。特に企業増加数の上位陣をみると、2024 年に理事長が交代し

た姫路信用金庫が企業増加数でトップとなったほか、同じく 2024 年に理事長が交代した播州信用金

庫も 4 位にランクインするなどトップ交代組の健闘が目立つ結果となった。 

引き続き物価高、人手不足、DX 導入など中小企業が抱える経営課題は山積しており、金利上昇局

面において、課題解決力などより高いバリューを提供できる金融機関が求められている。一方で兵庫

県内の企業倒産は高い水準で推移しており、各金融機関の与信判断も変化の兆しが表れつつある。こ

のような状況において、企業側が求めるメインバンクへの思いと金融機関側からの融資先の選別など、

企業と金融機関の相互にミスマッチが生じる懸念もあり、今後のメインバンクの動向にも大きな影響を

及ぼしそうだ。 

 


